
1

労働環境がプロダクティビティに
与える影響とそれを踏まえた
リスクインセンティブの提案

第９班

鈴木意織 多田聡 藤堂伸勝

指導教員 庄司学

発表の流れ

 研究の背景と目的
 プロダクティビティ概念モデル
 アンケート
 分析方法・分析結果
 まとめ
 今後の課題
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背景

 人間関係、労働時間、室内環境などの様々な
労働環境が労働者にストレスや疲労を与える
要因となっている

↓

 作業効率の低下やヒューマンエラーなどの問題
を引き起こす

 労働環境に対するリスク分析やリスクアセスメ
ントが必要
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関連する先行研究

 労働時間と

プロダクティビティの関係

 労働時間から生じる精神
的負担とプロダクティビティ
の相関性を研究（藤野ら）

 室内環境と

プロダクティビティの関係

 主に一般のオフィスを対象
としている（寺野ら）
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多くの研究がされている 研究例が少ない

労働環境に対する大きな取り組み

研究対象

 病院や銀行など特殊な業種では、

一般オフィスとは異なった対応が必要

 デスクワークを基本としない

 顧客を扱う

 業務中に人に接する機会が多い

 ミスが許されない

銀行、病院の室内環境について取り上げる
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インセンティブについて

 プロダクティビティを改善させる室内環境

 温熱環境の改善

 パーティションの撤去 など

 これらの改善を行わせるための動機づけ
をインセンティブという
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定量分析

 定性的な取り組み

 企業等では経営者の経験などから判断

 定量的な分析で効果を示されていない

 定量的な分析が必要
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 病院と銀行を対象として、室内環境と

プロダクティビティの関係を定量的に示す

 インセンティブの提案

目的
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労働環境とプロダクティビティの関係性モデル

 プロダクティビティとは、労働生産性のこと

例 労働者の作業効率や学生の学習能力など

労働環境

プロダクティビティ
・質的効率の向上
・同一業務時間短縮

人間関係
・上司・部下の関係
・同僚との意思疎通

空間
・部屋の広さ
・窓配置

時間
・休暇の頻度
・長時間労働
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室内環境に特化した
プロダクティビティ概念モデル

室内環境
・机配置
・窓位置

・部屋の広さ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

影響 .

・作業効率改善/悪化

・精神健康

・ヒューマンエラー

レスポンス

・ストレス

・不平不満

・疲労

・快適性

銀行特有
・窓口
・接客

・金銭処理

病院特有
・医療機器

・ナースステーション

 室内環境とプロダクティビティの相関性モデル
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室内環境とプロダクティビティの
関係調査

 アンケート調査の方法

 調査期間：

 A銀行：８月６日～28日

 B病院：９月１３日～20日

 直接訪問し、ヒアリング

 調査趣旨の説明

 アンケート内容の修正

 先方にアンケート配布依頼
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アンケート構成・調査項目

属性 年齢, 性別, 業務内容, 役職, ミスに対するプレッ
シャー, 接客割合, 体調, 多忙な日の有無, 疲労
感, 業務の忙しさ, 脱字等の確認作業, 疲労感, 

室内環境の印象, モチベーション

室内環境 座席位置, 顧客との距離, 書類との距離, 通路の
広さ, プライベート空間, 共有スペース, パーティ
ション, 作業場所数, インテリア, 机・椅子の使い
心地, 什器配置, 電気配線, ＩＴ環境, 資料保管方
法, 収納スペース, 光環境, 温熱環境, 空気環境, 

音環境, レイアウト, 壁の色

プロダクティビティ 仕事効率, 労働時間のロス, 集中力, ミスの経験, 

ストレス
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回答者属性

20代
54%

30代
28%

40代
14%

50代
4%

20代
32%

30代
17%

40代
32%

50代
19%

男
41%

女
59%

男
2%

女
98%

回収率
銀行：57％
（86/150[部]）
病院：48％
（72/150[部]）
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年齢構成 男女比

銀行 銀行

病院 病院

回答者属性

 影響を与えると
思っている人が多
い（銀行,病院共に）

 室内環境と生産性
の関係は認知され
ている
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室内環境が生産性に影響を与えると思うか
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銀行

病院

全く思わない やや思わない どちらでもない やや思う 非常に思う

全く思わない やや思わない どちらでもない やや思う 非常に思う

室内環境に対する印象
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インテリアの印象
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 興味がない
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銀行

病院

非常に嫌い やや嫌い どちらでもない やや好き 非常に好き

非常に嫌い やや嫌い どちらでもない やや好き 非常に好き

室内環境に対する印象

16

0

10

20

30

40

50

60

a b c d e

壁色の印象
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 銀行では興味が
それほどない

 病院では不満を
持っている人が
多い

銀行

病院

非常に嫌い やや嫌い どちらでもない やや好き 非常に好き

非常に嫌い やや嫌い どちらでもない やや好き 非常に好き

温熱環境に対する印象
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温熱環境

 銀行では不満が
比較的多い

 病院ではそれほ
ど不満を持って
いない
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銀行
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病院

非常に悪い やや悪い どちらでもない やや良い 非常に良い

非常に悪い やや悪い どちらでもない やや良い 非常に良い

プロダクティビティ低下の原因
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 温熱環境を原因
とした人が多い

 温熱環境を原因
と答えた人が少
ない
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病院
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生産性低下の原因銀行
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定量分析

 クロス集計

 質問項目間の関連性調査

 検定

 相関分析

 相関性の調査

 F検定、ｔ検定

 重回帰分析

 プロダクティビティモデル設計
19

クロス集計
検定

相関分析
F検定, t検定

重回帰分析

モデル

分析方法概念図

Input

室内環境

Output

プロダクティビティ

相関分析

クロス集計

属性

認知
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重回帰分析

相関分析

クロス集計

 プロダクティビティに関連した質問項目に
対してクロス集計

 検定を行い独立性を検定
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問42:労働時間が損なわれていると感じるか
問43:接客の行いやすさ
問44:集中力の持続性
問45:ミスの頻度
問46:ストレス

クロス集計結果
問 質問内容 問42: 労働時間が損なわれていると感じるか 問43: 接客の行いやすさ 問44: 集中力の持続性 問45: ミスの頻度 問46: ストレス

23 業務スペースの広さ 6.72E-02 3.65E-02 7.35E-01 5.89E-01 1.65E-01

24 インテリアの印象 5.34E-01 4.05E-02 2.34E-01 7.43E-01 7.95E-02

25 デスクの使い心地 1.02E-04 2.70E-07 1.89E-01 2.98E-01 2.25E-02

26 椅子の座り心地 1.00E-01 9.04E-02 1.11E-01 4.75E-01 2.62E-01

27 椅子の調節性 1.61E-02 2.39E-02 6.72E-02 9.70E-01 1.15E-01

28 什器の配置方法 2.20E-02 4.70E-03 8.87E-01 5.70E-02 9.20E-03

29 配線の配置 5.05E-02 1.98E-02 9.76E-01 7.20E-02 2.54E-05

30 ＩＴ環境 2.35E-02 1.51E-03 3.41E-02 2.24E-01 1.02E-03

31 書類の保管方法 6.62E-03 2.02E-03 4.95E-01 2.07E-01 1.29E-02

32 収納棚のスペース 3.72E-03 3.40E-02 1.28E-01 4.40E-01 1.07E-01

33 室内機器のメンテナンス環境 1.55E-01 7.07E-04 4.89E-01 5.57E-01 7.16E-04

34 光環境 1.97E-01 3.09E-03 3.73E-01 6.95E-01 2.62E-02

35 温熱環境 3.53E-02 2.54E-02 1.51E-01 5.23E-01 2.33E-06

36 空気環境 1.53E-03 9.80E-05 2.28E-01 3.96E-01 1.19E-04

37 音環境 6.63E-03 8.65E-05 5.62E-01 3.49E-01 4.55E-03

38 レイアウトの印象 3.34E-06 3.35E-05 4.07E-01 9.87E-01 1.88E-05

40 壁の色の印象 4.43E-02 7.20E-05 5.39E-01 3.87E-01 6.59E-01
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集中力やミス頻度は室内環境とあまり関連性がない
心情に関する項目には大いに関係がある

検定で有意であった項目(1/2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に行いにくい

やや行いにくい

どちらでもない

やや行いやすい

非常に行いやすい

業務スペースの広さ

接
客
の
行
い
や
す
さ

非常に狭い やや狭い どちらでもない やや広い 広い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に行いにくい

やや行いにくい

どちらでもない

やや行いやすい

非常に行いやすい

デスクの使い心地

接
客
の
行
い
や
す
さ

非常に悪い やや悪い どちらでもない ややよい 非常に良い
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 狭いと感じてい
る人ほど接客を
行いにくい

 デスクの使い心
地が悪いと接客
がしにくい

検定で有意であった項目(2/2)

 見た目には関連性
がわからない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に感じる

やや感じる

どちらでもない

やや感じない

全く感じない

椅子の調節性

動
労
時
間
の
ロ
ス

非常にわるい ややわるい どちらでもない ややよい 非常によい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に感じる

やや感じる

どちらでもない

やや感じない

書類の保管方法

ス
ト
レ
ス

非常に不便 やや不便 どちらでもない やや便利 非常に便利
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相関分析

 検定で有意だったものについて相関分析

 相関関係を定量的に分析
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相関分析結果(1/2)
問室内環境

問42:労働時間が損なわれて
いると感じるか

検定値 問43:接客の行いやすさ 検定値 問46:ストレス 検定値

23業務スペースの広さ - - 3.91E-01 2.77E-04 - -

24インテリアの印象 - - 3.39E-01 1.74E-03 - -

25デスクの使い心地 2.68E-01 1.35E-02 4.37E-01 4.12E-05 3.66E-01 8.30E-04

27椅子の調節性 1.32E-01 2.34E-01 5.35E-02 6.35E-01 - -

28什器の配置方法 3.98E-01 1.78E-04 3.36E-01 1.88E-03 3.63E-01 8.76E-04

29配線の配置 - - 2.63E-01 1.62E-02 2.38E-01 3.25E-02

30 ＩＴ環境 3.15E-01 3.47E-03 2.77E-01 1.16E-02 3.83E-01 4.53E-04

31書類の保管方法 2.31E-01 3.59E-02 3.39E-01 1.93E-03 3.07E-01 5.98E-03

32収納棚のスペース 3.98E-01 1.75E-04 3.72E-01 5.73E-04 - -

33室内機器のメンテナンス環境 - - 3.48E-01 1.28E-03 3.51E-01 1.32E-03

34光環境 - - 3.28E-01 2.50E-03 1.17E-01 3.00E-01

35温熱環境 1.93E-01 7.66E-02 3.62E-01 7.62E-04 2.41E-01 3.05E-02

36空気環境 3.82E-01 4.00E-04 4.78E-01 7.44E-06 3.51E-01 1.52E-03

37音環境 2.90E-01 7.40E-03 4.41E-01 3.32E-05 2.48E-01 2.63E-02

38レイアウトの印象 5.20E-01 3.30E-07 4.95E-01 1.98E-06 3.59E-01 9.82E-04

40壁の色の印象 2.89E-01 7.73E-03 4.61E-01 1.31E-05 - -
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相関分析結果(2/2)

 一方で、定性的に考えられたプロダクティ
ビティ低下の原因が定量的な分析で示さ
れなかった例も存在した
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問室内環境 問42 検定値

23業務スペースの広さ - -

24インテリアの印象 - -

25デスクの使い心地 2.68E-01 1.35E-02

27椅子の調節性 1.32E-01 2.34E-01

28什器の配置方法 3.98E-01 1.78E-04

29配線の配置 - -

30 ＩＴ環境 3.15E-01 3.47E-03

31書類の保管方法 2.31E-01 3.59E-02

32収納棚のスペース 3.98E-01 1.75E-04

33室内機器のメンテナンス環境 - -

34光環境 - -

35温熱環境 1.93E-01 7.66E-02

36空気環境 3.82E-01 4.00E-04

37音環境 2.90E-01 7.40E-03

38レイアウトの印象 5.20E-01 3.30E-07

40壁の色の印象 2.89E-01 7.73E-03
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生産性低下の原因

重回帰分析

 プロダクティビティと関連のある問
42,43,46について、室内環境を入力とし
たプロダクティビティ予測モデルを作った

28

問42:労働時間が損なわれていると感じるか
問43:接客の行いやすさ
問46:ストレス

重回帰分析結果(1/2)

 問24,問40の回帰係数が相対的に高い
29

決定係数
F検定P値

0.490

1.87E-9

説明変数 回帰係数 ｔ検定P値

問24:インテリアの印象
問25:デスクの使い心地
問32:収納棚のスペース
問35:温熱環境
問40:壁の色の印象

0.321

0.215

0.242

0.142

0.306

0.00293

0.0174

0.00143

0.0619

0.0161

問
43
接客のしやすさに対する重回帰モデル

重回帰分析結果(2/2)

30

決定係数
F検定P値

0.343

1.99E-6

説明変数 回帰係数 ｔ検定P値

問28:什器の配置
問30:IT環境
問37:音環境
問38:部屋全体のレイアウト

0.257

0.250

0.297

0.015

0.0816

0.0472

0.0831

0.0124

問
42

決定係数
F検定P値

0.312

1.48E-5

説明変数 回帰係数 ｔ検定P値

問28:什器の配置
問30:IT環境
問33:室内機器のメンテナンス環境
問37:音環境

0.281

0.295

0.250

0.245

0.0108

0.00344

0.140

0.0717

問
46

労働時間損失感に対する重回帰モデル

ストレスに対する重回帰モデル
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インセンティブの提案
室内環境 改善した場合の効果 改善案 インセンティブ案

ＩＴ環境
労働時間ロス減少
ストレス減少

ソフトウェアの購入
ハードウェアのメンテナンス
ハードウェアの購入

購入の金銭的補助

レイアウト
労働時間ロス減少
ストレス減少

配置の工夫
不用品撤去

定期的な模様替え

音環境 ストレス減少
防音設備導入
音の大きいものの入れ替え

許容騒音レベルの取り決め

什器配置 ストレス減少
再配置
買い替え

定期的な模様替え

インテリア 接客の行いやすさ向上
不必要なインテリア撤去
再配置

定期的な掃除

デスク 接客の行いやすさ向上 買い替え 社員教育

収納棚 接客の行いやすさ向上
新規購入
整理
不要書類破棄

収納方法の教育

温熱環境 接客の行いやすさ向上
空調設備の掃除
新規購入
空調の適切使用

設定温度の見直し
定期的な掃除

壁の色 接客の行いやすさ向上
色の塗り替え
掃除

定期的な掃除 31

発表のまとめ

 対象：銀行・病院

 アンケート調査

 アンケート分析

 クロス集計

 相関分析

 重回帰分析

 インセンティブの提案

32

今後の予定

 アンケートに協力してくれた銀行ならびに
病院へ結果のフィードバック

 結果報告書の配布

 ＷＥＢ上で結果の公開

33
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